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村にリターンして10年
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■後期委員会構成
　充実した審議で
     活力ある村づくりをめざします ………………２p

■常任委員会審議　　　
　消費税増税対策
　　プレミアム商品券事業………………………………………4p
　
　３年間で１億８８５万円を投資
　　ドローン活用で空輸問題の解決を探る ……………………5p
　
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 18p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 7p

・宿泊税が廃業を加速するとの懸念は …………8p

・みらい観光税の今後の検討計画は ……………9p

・防災行政無線更新で行政区問題解決を ……10p

・観光局と振興公社との統合は ………………11p

・８ヵ月８時間程度の論議は拙速では…………12p

・一刻も早いスクールバスの運行を …………13p

・SDGs への取組は ……………………………14p

・財源不足 54 億７千万円の算出方法は ……15p

「リハーサルどおり上手くできるかな？」
本番前でとっても緊張

4月から授業で準備　高校生レストラン（白馬高校）

「リハーサルどおり上手くできるかな？」
本番前でとっても緊張

4月から授業で準備　高校生レストラン（白馬高校）

あ

と

が

き

5人の子育て

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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私
達
は
い
た
ず
ら
に
物
欲
を
満

た
し
、際
限
な
く
利
便
性
を
追
求

す
る
社
会
を
前
提
に
し
て
は
な
ら

ず
、何
を
あ
き
ら
め
る
か
明
確
に

し
、有
っ
た
方
が
良
い
の
か
悪
い

の
か
、優
先
順
位
を
決
め
て
低
い

も
の
は
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

首
長
や
議
員
は
何
を
あ
き
ら
め

る
の
か
を
選
択
し
ビ
ジ
ョ
ン
を
村

民
に
示
し
、政
策
の
立
案
と
決
定

の
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、そ

こ
に
村
民
が
加
わ
っ
て
真
剣
に
議

論
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
と
持
続
可
能
な

経
済
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

（
太
谷

　修
助
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
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委
員
会
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地域で子ども達を見守る

小・中・高校生のお子さんを持つご
家庭では、毎日の登下校での心配事
が付きものです。私自身も北小に通
う子どもがいて、毎日安全に登下校
しているか心配になります。
先日、1年生の娘が下校中に転倒し、
手を怪我してしまい泣いていたとこ
ろ、通学路沿いの商店の方が手当て
して下さり、笑顔で帰宅。2年前、長
男が登校中に村内放送でアラートが
発信された際にも、区の方がご自宅
に避難させて下さったという事があ
りました。
登下校中には、予想もしていない
ような出来事が起こる事があります
が、子ども達が日々安全に登下校出
来るよう、私達大人が沢山の目で見
守り、声をかける事がとても大切だ
と感じています。私の出身地の東京
では地域の活動を見る事が無かった
ので、私自身も、子ども達を見守って
くれた方々のように地域に還元して
いければと思っています。

5人の子宝に恵まれ、子どもたち中
心の日々。
長男が生まれた時、保護者欄に自
分の名前を記入し、父親になった責
任を感じた事が、いまではとても懐
かしく思い出されます。その長男も
中学生となりましたが、一番下はま
だオムツのとれない年少さん。
「子どもには親が望む才能はなく
とも、親がわからない才能がある」。
この言葉を胸に、いろんなことにチャ
レンジさせてきました。白馬村なら
ではのウィンタースポーツをはじめ、
サッカー、陸上、バイオリンやヒップ
ホップダンスなど、たくさんの方た
ちのおかげでいろいろな経験を積み
重ねて成長させてもらえています。
自営業のため、仕事の時間も休日
も不規則で、子どもたちにも可哀そ
うな想いをさせる事が多いですが、
これからも親も一緒に成長しながら、
素晴らしい白馬村で子育てできる幸
せを感じていければと思います。

５月４日（土）、第40回塩の道祭り
が開催され、天候に恵まれたことも
あり、家族、団体、さらには海外から
の観光客まで、ウォーキングイベン
トとして老若男女多くの参加者があ
りました。代かきをしたばかりの田
んぼの水面に白馬三山が映り、その
美しさに沢山のカメラが向けられ、
私たちはこんな素晴らしいところに
住んでいるとつくづくと感じました。
一方で、農業者の高齢化が進み荒廃
農地の多さも目につきます。
フランスはインバウンドが8400万
人と世界第１位です。しかも、ＥＵで
一番の農業国です。白馬も自然を活
かした魅力あるイベントや農業の活
性化が、両輪として機能すればと思
うのです。
官民一体で交通機関の整備等移動
手段が充実すれば、年間を通して大
自然を満喫する人、里山の暮らしや
人情味ある交流を楽しむ人･･･とイ
ンバウンド増が期待できそうです。

森上　吉沢　清子八方　丸山　智彦 白馬町　太田　豊茂



活力ある村づく  りをめざします活力ある村づく  りをめざします
総務社会委員会

　総務課・税務課・住民課・健康福祉課・教育委
員会・議会事務局・会計・選挙管理委員会・監査
委員・その他委員会に属さない事項の審議。
丸山・田中(麻)・太谷・加藤・津滝・北澤

観光課・農政課・建設課・上下水道課・農業委員
会に関する事項の審議。　
伊藤・横田・太田(正)・松本・田中(榮)・太田(伸)

産業経済委員会 充実した審議で充実した審議で 後期委員会構成

　
五
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、再
度
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。議
会
を
代
表

し
て
そ
の一
端
を
担
う
責
任
の
重
大
さ
を
、改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。執
行
権
限
を
持
つ
執
行
部
と
、議
決
権
限
を
持
つ
議
会
側
と
の
そ
れ
ぞ

れ
の
権
限
を
尊
重
し
合
い
協
力
し
て
、村
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
よ
う
に
白
馬

村
村
政
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。議
員
の
な
り
手
不
足
、

観
光
財
源
の
検
討
等
、す

ぐ
手
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
目
白
押
し

で
す
。

　
新
た
な
意
欲
と
抱
負
の

も
と
に
、明
る
い
住
み
よ
い

村
の
建
設
に
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

後
半
２
年
の
新
た
な
役
割
を

頂
き
ま
し
た
。頑
張
っ
て
働
き

ま
す
。丸

山
　
勇
太
郎
　
委
員
長

子
育
て
世
代・女
性
の
目
線
で

し
っ
か
り
提
言
し
ま
す
。

田
中
　
麻
乃
　
副
委
員
長

                  

議
会
報
委
員
長

　
こ
の
度
、臨
時
会
に
お
い
て
副
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、た
い

へ
ん
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。白
馬
村
の
宝
物
、子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
い
つ
く
し
み
育
て

る
、若
者
が
希
望
を
持
っ
て
帰
れ
る
環
境
づ
く
り
、明
る
い
活
気
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。議
長
の

補
佐
役
と
し
て
、議
会
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と

同
時
に
、村
民
の
皆
様
の

負
託
に
こ
た
え
続
け
ら
れ

る
議
会
で
あ
り
ま
す
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
任
期
中
、さ
ら
な
る
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

副議長、各常任委員長及び常任委員会から１名選
出し５名で構成。議会の運営に関する事項及び議
会に関する条例、規則等を審議します。
津滝・田中(榮)・太田(伸)・丸山・伊藤

お
お
ら
か
な
心
で
、村
民
の
皆

様
に
届
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

追
求
し
ま
す
。

太
谷
　
修
助
　
委
員

小
水
力
発
電
事
業
と
村
内
循

環
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
ま

す
。

加
藤
　
亮
輔
　
委
員

見
て
、聴
い
て
、三
歩
前
進
。若

者
に
夢
を・
村
民
の
幸
せ
を
目

指
し
ま
す
。

横
田
　
孝
穂
　
副
委
員
長

「
村
ご
と
運
動
公
園
を
目
指
し

ま
す
」こ
れ
が
私
の
信
念
で
す

田
中
　
榮
一
　
委
員

住
民
の
声
に
対
応
で
き
る
、議
会

改
革
に
シ
ッ
カ
リ
取
組
み
ま
す
。

津
滝
　
俊
幸
　
委
員

　
　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
長

地
域
住
民
の
声
を
実
現
し
、地

域
発
展
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

太
田
　
正
治
　
委
員

適
時
適
切
な
政
策
提
言
と
、成

果
等
を
厳
し
く
チ
ェッ
ク
。

松
本
　
喜
美
人
　
委
員

委
員
会
活
動
を
活
発
に
し
、皆

さ
ん
と
共
に
考
え
る
場
を
目
指

し
ま
す
。伊

藤
　
ま
ゆ
み
　
委
員
長

議会運営委員会（５人）

副議長及び、常任委員会から各３名選出し７名で構
成。議会の動き、審議内容の解りやすい議会報の作
成を行っています。
田中(麻)・太谷・太田(正)・伊藤・松本・加藤・太田(伸)

議会報調査編集特別委員会（７人）

北澤 禎二郎
議　長

太田 伸子
副議長
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成を行っています。
田中(麻)・太谷・太田(正)・伊藤・松本・加藤・太田(伸)

議会報調査編集特別委員会（７人）

北澤 禎二郎
議　長

太田 伸子
副議長
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消費税増税対策　プレミアム商品券事業

3歳児以下世帯と非課税者へ
総
務
社
会
委
員
会

●
税
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
税
申
告
事
項
の
簡
素
化
、

軽
自
動
車
税
納
付
特
例
の
改
正

な
ど
。自
動
車
税
は
、自
動
車
取

得
税
が
廃
止
さ
れ
、新
た
に
環
境

性
能
割
と
種
別
割
に
な
る
。

問
環
境
性
能
割
の
中
味
は
。

答
軽
自
動
車
税
の
取
得
税

は
廃
止
さ
れ
、10
月
１
日

か
ら
１
年
間
50
万
以
上
は
１
％

に
減
額
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）所
管
事
項

　

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
１
８
４
万
４
千
円
を
追

加
し
、63
億
６
８
８
４
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

 

総
務
課 

　

景
観
形
成
事
業
55
万
円
の
増

は
、景
観
計
画
の
印
刷
費
。地
球

温
暖
化
対
策
事
業
５
０
１
万
円

は
、日
本
Ｅ
Ｖ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、

カ
ー
シ
ェ
ア
、展
示・
試
乗
会
の

実
施
。

　

防
災
事
業
49
万
９
千
円
は
、防

災
行
政
無
線
更
新
事
業
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
決
め
る
に

当
た
り
、有
識
者
か
ら
助
言
を
得

る
費
用
。

問
有
識
者
と
は
誰
か
と
目

的
は
。

答
信
大
の
不
破
先
生
と
、

（
一
財
）高
度
映
像
情
報

セ
ン
タ
ー
。設
計
を
含
め
た
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
あ
り
内
容
の
精
査

が
必
要
で
、専
門
家
の
意
見
を
求

め
る
。

 

健
康
福
祉
課 

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
１
８
４
３
万
９
千
円
は
、10
月

予
定
の
消
費
税
引
き
上
げ
対
策
。

住
民
税
非
課
税
者
と
、3
歳
以
下

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
が
対
象
。

２
万
円
で
２
万
５
千
円
分
の
商

品
券
の
販
売
。経
費
は
全
額
国
庫

補
助
。

　

保
健
予
防
事
業
費
は
、母
子
保

健
事
業
を
子
育
て
支
援
課
に
移

管
し
減
額
。風
し
ん
追
加
対
策
に

伴
う
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
費

用
を
増
額
。

問
対
象
世
帯
数
と
使
え
る

場
所
は
。

答
２
２
５
０
人
を
想
定
。

引
換
券
ま
た
は
引
換
券

申
請
書
を
送
付
。10
月
１
日
以
降

商
工
会
窓
口
で
販
売
。村
内
事
業

所
の
み
で
使
用
可
能
。

 

子
育
て
支
援
課 

　

健
康
福
祉
課
か
ら
移
管
さ
れ

た
母
子
健
康
事
業
の
差
額
補
正
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

施
設
管
理
委
託
料
の
プ
ー
ル

監
視
員
業
務
を
体
育
協
会
に
委

託
。会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ

の
移
行
に
先
だ
ち
、現
行
の
雇
用

方
法
を
踏
襲
し
た
い
た
め
。

 

税
務
課
・
住
民
課
・
教
育
課 

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

補
正
の
み
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
72
万
２
千
円
を
減
額
し
、

11
億
４
６
７
万
８
千
円
と
す
る

も
の
。人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

の
補
正
。

▽�
委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

陳
情
第
８
号
・
陳
情
第
10
号　

﹁
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
、普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、国

民
的
議
論
に
よ
り
、民
主
主
義

及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
﹂。

※�

両
陳
情
は
同
タ
イ
ト
ル・同
内

容
の
陳
情
。

　

陳
情
趣
旨
は
、辺
野
古
新
基
地

建
設
工
事
中
止
と
、普
天
間
基
地

の
運
用
停
止
。全
国
民
で
普
天
間

の
代
替
施
設
が
国
内
に
必
要
か

否
か
、当
事
者
意
識
を
持
っ
た
国

民
的
議
論
が
必
要
。一
地
域
へ
の

一
方
的
な
押
し
つ
け
と
な
ら
な

い
よ
う
、公
正
で
民
主
的
な
手
続

き
に
よ
る
解
決
を
採
決
し
、国
に

意
見
書
提
出
の
陳
情
。

○�

普
天
間
基
地
は
い
ら
な
い
。住

ん
で
い
な
い
人
間
に
は
分
か

ら
な
い
。判
断
材
料
が
不
足
し

て
い
る
。要
望
の
一
部
に
反
対

の
た
め
慎
重
に
判
断
す
べ
き

で
継
続
審
査
。

○�

基
地
が
沖
縄
偏
在
は
大
変
な

こ
と
だ
が
、誰
も
が
迷
惑
施
設

を
受
け
入
れ
た
く
な
い
。正
義

感
だ
け
で
は
語
れ
ず
、沖
縄
県

民
の
気
持
ち
に
添
う
と
す
れ

ば
趣
旨
採
択
。

▽�

陳
情
第
８
号・
陳
情
第
10
号

は
、委
員
長
を
除
く
委
員
多
数

の
賛
成
に
よ
り
趣
旨
採
択
。

●�

陳
情
第
９
号　

新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意

見
書
等
の
提
出
の
陳
情

　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
採
択
。

埋め立てが進む辺野古基地建設予定地

総
務
社
会

（2016年4月2日から2019年9月30日生まれ）
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３年間で１億８８５万円を投資

ドローン活用で空輸問題の解決を探る
産
業
経
済
委
員
会

●�

白
馬
村
森
林
整
備
基
金
条
例

の
制
定

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
に

あ
た
り
、基
金
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。本
年
度
２
７
０
万
円
を
予

定
。問

５
年
間
１
６
５
０
万
円

の
譲
与
税
は
３
～
４
年

後
に
活
用
か
。

答
こ
の
１
～
２
年
で
計
画

を
立
て
、３
年
目
か
ら
支

出
を
考
え
て
い
る
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

白
馬
村
山
小
屋
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

改
正
の
内
容
は
、空
輸
費
の
高

騰
、消
費
税
増
税
に
伴
い
宿
泊
料

金
の
値
上
げ
を
す
る
も
の
で
、施

行
日
は
令
和
元
年
７
月
１
日
。　

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）所
管
事
項

 

観
光
課 

　
人
事
異
動
に
伴
う
１
４
１
９
万

５
千
円
の
増
額
。

　
観
光
宣
伝
振
興
費
３
４
０
０
万

円
は
次
世
代
型
ド
ロ
ー
ン
活
用

事
業
に
１
７
０
０
万
円
が
交
付

決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
増
額
。

白
馬
岳
頂
上
宿
舎
と
天
狗
山
荘

に
寝
具
１
０
０
組
３
０
０
万
円
。

大
型
ド
ロ
ー
ン
２
機
に
よ
る
物

資
輸
送
、ア
ウ
ト
ド
ア・ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
映
像
制
作
シ
ス
テ
ム
、遭

難
者
捜
索
の
実
証
実
験
、自
然
環

境
調
査
に
計
２
１
０
０
万
円
を

白
馬
村
山
岳
ド
ロ
ー
ン
物
流
実

用
化
協
議
会
へ
負
担
。ハ
ク
バ
バ

レ
ー
ア
プ
リ
改
修
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
費
用
１
０
０
０
万
円
を

観
光
局
へ
負
担
。３
年
間
で
総
額

１
億
８
８
５
万
円
の
事
業
。

問
今
後
の
物
資
輸
送
の
負

担
割
合
は
。

答
今
年
度
は
交
付
金
事
業

で
ま
か
な
う
が
、そ
の
後

は
輸
送
会
社
に
対
し
て
輸
送
量

に
応
じ
た
輸
送
費
を
山
小
屋
会

社
が
負
担
す
る
予
定
。

問
ハ
ク
バ
バ
レ
ー
の
情
報

発
信
と
ア
プ
リ
の
改
修

の
金
額
の
内
容
は
。

答
主
に
ア
ジ
ア
圏
の
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
、台
湾
、香
港
の
グ
ル
ー

プ
を
呼
ぶ
渡
航
費
、滞
在
宿
泊
費

と
撮
影
費
に
５
０
０
万
円
。ア
プ

リ
改
修
の
５
０
０
万
円
は
バ
ス

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
。

問
観
光
局
当
初
予
算

６
９
３
２
万
円
に
、更
に

１
０
０
０
万
円
プ
ラ
ス
に
な
る

の
か
。答

ア
プ
リ
改
修
は
純
増
分
。

情
報
発
信
も
当
初
見
込

ん
で
な
か
っ
た
事
業
。重
複
部
分

は
村
負
担
金
を
減
額
。

 

農
政
課 

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、人
事
異

動
に
伴
う
１
５
３
万
７
千
円
と
、

林
業
振
興
費
の
２
７
０
万
円
の

増
額
。

問
譲
与
税
の
基
金
積
み
立

て
に
問
題
は
な
い
か
。

答
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興

局
林
務
課
と
５
市
町
村

統
一
で
会
議
を
持
ち
、基
金
に
積

み
立
て
る
こ
と
と
し
た
。基
金
積

み
立
て
に
問
題
は
な
い
。

　 

建
設
課 

　

主
な
も
の
は
、一
般
職
員
の
給

与
に
係
る
補
正
と
、道
路
新
設
改

良
費
１
８
４
２
万
２
千
円
の
減

額
な
ど
。

問
国
庫
補
助
交
付
金
の
減

額
の
内
容
は
。

答
消
防
署
前
道
路
の
新
設

改
良
工
事

に

約

４
０
０
０
万
円
を
要
望
し
た
が
、

７
０
０
万
円
の
交
付
決
定
だ
っ

た
の
で
改
良
工
事
と
し
て
進
め

る
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　
水
道
事
業
費
用
に
６
７
６
万
円

を
減
額
し
、総
額
２
億
７
３
８
３

万
円
。資
本
的
支
出
に
59
万
７
千
円

を
増
額
し
、総
額
１
億
２
８
５
３

万
５
千
円
と
す
る
も
の
。主
な
内

容
は
、人
事
異
動
に
よ
る
給
料
等
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

●�

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

収
入
は
下
水
道
事
業
収
益
に

62
万
４
千
円
増
額
。支
出
は
下
水

道
事
業
費
用
に
62
万
４
千
円
を

増
額
。収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額

５
億
６
９
９
６
万
７
千
円
。主
な

内
容
は
営
業
収
益
と
人
事
異
動

に
よ
る
営
業
費
用
の
増
額
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
。

産
業
経
済
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件　名　 議決結果
白馬村水防協議会条例の一部を改正する条例の専決処分報告について

承認
賛成：全員

平成30年度白馬村一般会計繰越明許費繰越計算書について
白馬村税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について
白馬村都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について
白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について
平成30年度白馬村一般会計補正予算（第10号）の専決処分報告について
平成30年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第3号）の専決処分報告について
平成30年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）の専決処分報告について
平成30年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第4号）の専決処分報告について
平成30年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）の専決処分報告について
平成30年度白馬村水道事業会計補正予算（第５号）の専決処分報告について
白馬村森林整備基金条例の制定について

可決
賛成：全員

白馬村税条例の一部を改正する条例について
白馬村山小屋条例の一部を改正する条例について
令和元年度白馬村一般会計補正予算（第1号）
令和元年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第1号）
令和元年度白馬村水道事業会計補正予算（第1号）
令和元年度白馬村下水道事業会計補正予算（第1号）
工事請負契約の締結について
白馬村監査委員の選任について
新たな過疎対策法の制定に関する意見書

追加議案

工事請負契約の締結について     
可決

反対：なし

白馬村監査委員の選任について
同意

反対：なし

● 令 和 元 年 第 2 回 白 馬 村 議 会 定 例 会 処 理 結 果 一 覧 表 ●

６
月
定
例
会
は
12
日
か
ら
21
日
ま
で
行
わ
れ
、
報
告
２
件
、
承
認
９
件
、
議
案

７
件
、陳
情
３
件
、最
終
日
に
追
加
議
案
１
件
、同
意
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
イ
ン
グ
21
高
屋
根
雨
漏
り
の
大
規
模
修
繕
の
た
め
、
契
約
金
額
１
億
１
千
万
円

で
（
株
）
相
模
組
白
馬
営
業
所
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
。

白
馬
村
山
小
屋
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

追
加
議
案 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 

質
疑 

加
藤
亮
輔 
議
員

問
山
小
屋
の
宿
泊
料
金
を
１
万
円

か
ら
１
万
2
千
円
に
あ
げ
る
が
、県

下
の
料
金
状
況
は
。

答
同
じ
山
域
の
宿
泊
料
金
を
調
査

し
、空
輸
費
の
高
騰
、消
費
税
の
増
税

等
を
想
定
し
、作
成
し
た
。上
限
額
の

改
正
を
提
案
。

問
人
気
の
槍
ヶ
岳
は
、1
万
3
百
円
、

北
穂
小
屋
1
万
2
百
円
。差
が
あ
る
。

段
階
的
に
値
上
げ
す
る
と
の
説
明
だ

が
、今
年
の
料
金
は
。

答
宿
泊
料
金
は
、指
定
管
理
者
が
村

長
の
承
認
を
得
て
定
め
る
。指
定
管

理
者
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、そ
の
価

格
の
妥
当
性
を
判
断
し
承
認
し
て
い

く
。

 

質
疑 

丸
山
勇
太
郎 

議
員

問
請
負
業
者
と
の
仮
契
約
で
、瑕か

し疵

担
保
責
任
条
項
は

答
重
大
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
の

請
求
期
間
、及
び
屋
根
材
の
保
証
書

と
も
に
10
年
間
。

問
雨
漏
り
が
止
ま
ら
ず
、そ
れ
は
設

計
が
悪
い
の
か
、施
工
が
悪
い
の
か

判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、誰
が
担

保
責
任
を
負
う
の
か
。

答
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
は
、両
者

に
損
害
賠
償
請
求
す
る
。

問
瑕
疵
担
保
責
任
期
間
を
20
年
と
す

る
考
え
は
。

答
民
法
上
は
10
年
で
あ
り
、法
よ
り

延
長
す
る
考
え
は
な
い
。

質
疑・討
論
　
議
決
結
果
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グリーンスポーツで塩の道祭り完歩者を迎える八方太鼓の子どもたち。

一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・宿泊税が廃業を加速するとの懸念は……8p
・みらい観光税の今後の検討計画は………9p
・防災行政無線更新で行政区問題解決を…10p
・観光局と振興公社との統合は……………11p

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。

質問内容
・８ヵ月８時間程度の論議は拙速では……12p
・一刻も早いスクールバスの運行を………13p
・SDGsへの取組は… …………………………14p
・財源不足54億７千万円の算出方法は… … 15p
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【
観
光
行
政
】

問
宿
泊
業
者
４
２
１
軒
が

宿
泊
税
に
対
し「
徴
収
義

務
を
果
た
さ
な
い
」と
し
て「
決

意
書
」を
提
出
。こ
の
よ
う
な
行

動
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
思
い

が
あ
っ
た
と
の
認
識
か
。

答
①
観
光
客
の
理
解
が
得

ら
れ
る
か
、②
宿
泊
者
か

ら
徴
収
で
き
ず
に
持
ち
出
し
に

な
る
可
能
性
、③
消
費
税
増
税

や
入
湯
税
、各
種
会
費
等
さ
ま

ざ
ま
な
金
銭
的
負
担
が
既
に
存

在
、④
労
働
力
不
足
の
中
で
徴

税
手
続
等
へ
の
過
大
な
負
担
。

宿
泊
事
業
者
の
み
へ
の
負
担
や

徴
収
の
公
平
性
に
つ
い
て
の
疑

問
な
ど
。

問
今
後
の
予
定
は
。

答
決
意
書
と
検
討
委
員
会

の
中
で
の
懸
念
事
項
を

あ
わ
せ
制
度
設
計
に
生
か
し
て

い
く
。制
度
設
計
と
使
途
の
骨

子
案
な
ど
方
向
性
の
目
途
が
つ

い
た
ら
、事
業
者
説
明
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
意
見

を
徴
収
す
る
。

問
大
型
宿
泊
施
設
の
建
築

予
定
が
相
次
い
で
い
る
。

宿
泊
税
導
入
で
宿
泊
業
者
を
さ

ら
に
圧
迫
し
、こ
れ
ま
で
以
上

に
宿
泊
業
者
を
廃
業
に
追
い
込

む
と
の
懸
念
は
な
い
の
か
。

答
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入

湯
税
引
き
上
げ
や
、平
成

26
年
の
消
費
税
増
税
後
の
経
緯

な
ど
、報
告
書
で
は「
税
を
含
ん

だ
料
金
の
値
上
げ
が
、こ
の
ま
ま

宿
泊
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
る

わ
け
で
は
な
く
、適
切
な
税
額
の

設
定
や
使
途
の
明
確
な
説
明
等

に
よ
り
、観
光
客
か
ら
協
力
を
得

る
こ
と
は
可
能
」と
な
っ
て
い
る
。

問
村
長
の
観
光
局
代
表
理

事
就
任
は
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
す
と
の
決
断
だ
っ

た
の
か
。ま
た
観
光
局
が
ど
う

変
わ
る
と
期
待
で
き
る
の
か
。

答
村
全
体
の
将
来
を
見
据

え
た
中
で
観
光
事
業
の

占
め
る
役
割
と
責
任
が
大
き
く
、

村
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
村
長
こ

そ
が
代
表
理
事
を
務
め
る
べ
き

だ
と
の
意
見
。対
話
と
協
働
で

多
く
の
村
民
か
ら
信
頼
を
得
ら

れ
る
観
光
局
を
目
指
す
。

問
３
市
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ど
ん
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
の
か
。

答
間
接
的
に
関
連
す
る
農

業
や
商
業
、交
通
等
の
幅

広
い
事
業
者
を
巻
き
込
み
、エ
リ

ア
内
の
観
光
資
源
、文
化
、産
物
、

人
物
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を

総
動
員
し
、世
界
か
ら
選
ば
れ
る

山
岳
観
光
地
域
を
目
指
す
。

答

問 国は地方が
 どうすべきと    
   言っているか
市町村はフルセット
行政注から脱却を

【「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
研
究
会
」
報
告
と
当

村
へ
の
影
響
】

問
こ
の
研
究
会
に
諮
問
し

た
理
由
で
、国
が
挙
げ
て

い
る
一
番
の
課
題
は
何
か
。

答
国
は
人
口
減
少
と
高
齢

化
を
挙
げ
て
お
り
、こ
の

中
で
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
な
の
か
を
議
論
。

問
地
方
は
ど
う
す
べ
き
と

言
っ
て
い
る
の
か
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
前
提
と

し
た「
ス
マ
ー
ト
自
治
体

へ
の
転
換
」、自
治
体
職
員
の
減

少
、地
縁
組
織
・
家
族
扶
助
機
能

低
下
、民
間
事
業
者
撤
退
を
踏

ま
え
た「
公
共
私
に
よ
る
く
ら

し
の
維
持
」、個
々
の
市
町
村
の

フ
ル
セ
ッ
ト
行
政
注
か
ら
脱
却

す
る「
圏
域
単
位
で
の
連
携
」。

注
：��

フ
ル
セ
ッ
ト
行
政
と
は
、市
町
村
が
単

独
で
あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設
等
を
揃
え

る
形
態
。

伊藤 まゆみ 議員

宿
泊
税
が
廃
業
を
加
速
す
る
と
の
懸
念
は

答 問
宿
泊
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
　

有名観光地の比較表

白馬村 小布施町 倶知安町 湯沢町 箱根町

一人当り所得 1,023.2 1,211.1 1,578.7 1,122.3 1,541.3
宿泊業等売上額 12,088,000 1,323,000 5,506,000 19,870,000 66,654,000

一人当り売上額 4,784 4,846 5,387 7,771 8,332

宿泊業等従業者数（Ａ） 2,527 273 1,022 2,557 8,000

うち宿泊業（a） 2,095 21 415 2,059 6,292

q/A*100 82.9 7.7 40.6 80.5 78.7

人口比 a/P*100 22.7 0.2 2.8 25.0 52.6

うち飲食業（b） 395 237 520 464 1,581

b/A*100 15.6 86.8 50.9 18.1 19.8

人口(P) 9,244 11,063 15,018 8,235 11,968

町村類型 Ⅱ-2 Ⅲ-0 Ⅲ-2 Ⅱ-2 Ⅲ-2

歳入総額 6,453,422 5,033,623 9,281,092 7,002,477 10,369,668

歳出総額 6,215,376 4,602,960 9,058,223 6,477,058 9,906,839

町村税（R) 1,483,103 1,157,846 2,678,840 3,755,369 6,483,200

（歳入比％） 22.98 23.00 28.86 53.63 62.52

　町村民税（S) 403,623 536,889 1,204,603 629,713 1,082,160

S/R（％） 27.2 46.4 45.0 16.8 16.7

　固定資産税（K) 928,109 531,444 1,150,257 2,914,267 4,494,727

K/R（％） 62.6 45.9 42.9 77.6 69.3

　入湯税（H) 44,134 344 38,481 111,863 717,890

徴収義務者数 102 - 10 80 450

１軒当たりの徴収額 432.7 - 3,848.1 1,398.3 1,595.3

出典：傘木宏夫氏による公民館講座「お金のはなし」資料　一部伊藤加筆

経済指標

単位　千円

Ｈ29年度

決算カー

ド

村内宿泊業従事者は 2000 人強、
4 ～ 5 人に 1 人という割合。

村はこの大切な雇用の場、生業を維持するのに全力投球すべきでは…。
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【
観
光
財
源
及
び
事
業
】

問
白
馬
村
観
光
振
興
の
た

め
の
財
源
確
保
検
討
委

員
会
の
答
申
を
受
け
て
、今
後

の
行
政
の
検
討
計
画
は
。

答

 

藤
本
副
村
長 

庁
内
で

も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
正
直
組
め
て
い
ま
せ
ん
。

問
村
長
の
言
う
、財
源
確
保

の
た
め
の
超
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
と
は
。

答

 

村
長 

様
々
な
意
見
が

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
ま
す
。観
光
事
業
者
、一

般
村
民
か
ら
出
た
意
見
を
含
め

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問
現
状
の
財
源
に
対
し
て

の
検
証
結
果
と
、不
足
し

て
い
る
と
考
え
る
額
は
。

答

 

村
長 

今
後
進
め
て
い

く
べ
き
観
光
施
策
と
し

て
、観
光
景
観
、観
光
案
内
の
施

設
整
備
、二
次
交
通
整
備
、情
報

発
信
の
強
化
等
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。事
業
に
要
す
る
額
と
し

て
、検
討
委
員
会
で
は
約
２
億

円
程
度
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
今
年
度
当
初
予
算
に
白

馬
村
観
光
局
負
担
金

６
９
３
２
万
５
千
円
を
計
上
し

て
い
る
。村
負
担
金
の
内
訳
で

は
相
変
わ
ら
ず
の
内
容
で
あ
る

が
、検
討
し
て
い
る
内
容
は
。

答

 

村
長 

局
の
第
16
期
の

事
業
計
画
で
は
、
白
馬

フ
ァ
ン
の
嗜
好
品
と
し
て
、「
白

馬
」
や「HAKUBA VALLEY

」

等
を
使
用
し
た
グ
ッ
ズ
の
企
画

制
作
と
販
売
を
行
う
こ
と
で
事

業
収
入
の
増
加
を
目
指
し
、自

主
財
源
の
確
保
と
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
（
一
社
）HAKUBA　

VALLEY  TO
U
RISM

は
、索
道
事
業
者
が
広
域
的
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い

る
。
白
馬
村
の
負
担
金
は
。
ま

た
、白
馬
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
、観
光
局

で
申
請
し
て
い
る
が
、ど
の
よ

う
な
事
業
計
画
か
。

答

 

村
長 

本
年
度
の
負
担 

金
は
、
白
馬
村
と
大
町

市
、
小
谷
村
が
そ
れ
ぞ
れ

７
０
０
万
円
。
白
馬
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
、観
光
局
が
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

候
補
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て

お
り
、本
登
録
を
目
指
し
達
成

目
標
等
の
整
合
に
向
け
た
調
整

を
重
ね
て
い
ま
す
。

問
広
域
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
索
道

事
業
者
の
役
員
で
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
関
係
に
向
け
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
や
外
国
へ

向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
の
で

あ
れ
ば
、白
馬
の
観
光
局
は
索

道
事
業
者
で
は
な
く
宿
泊
事
業

や
飲
食
業
、お
土
産
店
、建
築
等

村
内
全
体
で
観
光
局
を
盛
り
上

げ
、ブ
ラ
ン
ド
観
光
を
推
進
す

る
考
え
は
。

答

 

村
長 

い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
乗
り
越
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
の
地
域
の
連
携
、

白
馬
村
の
観
光
が
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

問
議
案
第
32
号
一
般
会
計

補
正
予
算
の
中
の
観
光

宣
伝
振
興
費
３
４
０
０
万
円
の

内
容
が
、議
会
も
始
ま
ら
な
い

う
ち
に
新
聞
報
道
さ
れ
た
が
、

い
か
が
な
も
の
か
。

答

 

村
長 

で
き
る
な
ら
ば

事
前
に
説
明
し
て
か
ら

と
、思
っ
て
い
ま
す
。

問
国
の
人
材
支
援
制
度
で

就
任
さ
れ
て
い
る
藤
本

副
村
長
は
、今
定
例
会
が
最
後

に
な
る
と
思
う
が
、白
馬
に
対

す
る
思
い
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

答

 

藤
本
副
村
長 

小
さ
な

村
、そ
の
規
模
以
上
に
観

光
を
中
心
に
民
間
の
活
力
が
非

常
に
あ
る
地
域
と
感
じ
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
の
方
々
が
来
て
起

業
し
、新
た
な
動
き
が
本
当
に

速
い
ペ
ー
ス
で
起
こ
っ
て
い
る

地
域
で
、非
常
に
可
能
性
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。白
馬
村

外
で
は
、観
光
を
含
め
非
常
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
、村
内
の
ま
と
ま
り
が

な
か
な
か
な
い
の
が
、こ
の
地

域
性
と
し
て
あ
る
の
が
残
念
な

と
こ
ろ
で
、こ
れ
だ
け
の
活
力

の
あ
る
地
域
が
一
つ
に
ま
と
ま

り
一
定
の
方
向
性
を
出
し
て
い

け
ば
大
き
く
物
事
が
変
わ
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。国
に

帰
っ
て
も
陰
な
が
ら
応
援
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太田 伸子 議員

み
ら
い
観
光
税
の
今
後
の
検
討
計
画
は

答 問
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
組
め
て
い
な
い

観光局主催   塩の道祭り



　　　　　

10白馬議会だより　129号　令和元年7月31日

【
防
災
行
政
無
線
と
行
政
区

問
題
】

問
３
億
円
を
投
下
す
る
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
、情
報
の
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
へ
の
配
信
に
は
、普
及
率
向

上
は
必
須
。こ
れ
は
行
政
区
問

題
解
決
の
絶
好
の
機
会
。目
指

す
普
及
率
は
。

答
公
募
型
ブ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
方
式
と
発
注
先
を
決

定
す
る
。１
つ
目
の
方
式
で
は

個
別
受
信
機
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
、

ア
プ
リ
普
及
は
４
割
程
度
。２

つ
目
の
方
式
で
は
屋
内
機
は
通

信
料
が
発
生
す
る
た
め
希
望
者

の
み
、ア
プ
リ
は
６
割
以
上
の

普
及
を
目
指
す
。い
ず
れ
に
す

る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問
そ
も
そ
も
目
指
す
普
及

率
の
分
母
と
な
る
数
字

が
な
い
。そ
れ
は
住
民
登
録
世

帯
数
で
は
な
い
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
で
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス（
防

犯
・
防
災
、ご
み
）を
提
供
す
る

世
帯
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
。分
母
が
な
く
普
及
率

も
何
も
な
い
。足
で
全
施
設
を

回
っ
て
今
度
こ
そ
実
態
把
握
に

努
め
る
考
え
は
。

答
確
か
に
村
と
し
て
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
数
字
。観
光
統
計
の
上
で
も
、

観
光
財
源
検
討
の
上
で
も
必
要

で
あ
り
、各
戸
調
査
に
踏
み
出

し
て
い
き
た
い
。特
に
外
国
人

施
設
把
握
は
い
ち
早
く
動
き
出

す
意
向
。

問
宅
内
受
信
機
を
無
償
で

配
っ
て
行
政
区
加
入
を

促
す
施
策
を
同
時
に
行
っ
て
は
。

答
無
償
と
す
る
。

答

問 外国人に秩序
   ある開発基準
　 を示せるか
景観計画にどこまで
  盛込めるか努める

【
開
発
の
基
準
と
指
導
】

問
４
９
９
９
㎡
と
い
う
案

件
が
現
実
に
出
て
き
て

い
る
。ほ
と
ん
ど
出
な
い
延
床

面
積
５
０
０
０
㎡
以
上
の
大
規

模
開
発
基
準
の
み
を
２
年
前
に

見
直
し
た
村
長
の
意
図
は
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
海
外

か
ら
の
お
客
様
が
増
え
、

富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

今
後
の
開
発
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
る
時
期
が
来
た
と
判

断
し
た
。

問
必
要
だ
っ
た
の
は
大
規

模
基
準
見
直
し
で
は
な

く
、外
国
人
に
秩
序
あ
る
開
発

の
ル
ー
ル
を
示
す
こ
と
。そ
の

た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
改
正
を

す
る
こ
と
だ
。ど
う
い
う
村
に

し
て
い
く
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

す
こ
と
。外
国
人
の
不
動
産
買

い
は
明
ら
か
に
投
機
目
的
。倶

知
安
町
を
み
れ
ば
分
か
る
。い

ず
れ
ア
ジ
ア
資
本
に
所
有
は
代

わ
っ
て
い
く
。そ
う
い
う
前
例

を
活
か
せ
な
い
か
。

答
倶
知
安
町
は「
景
観
地
区

条
例
」を
作
っ
た
。こ
れ

は
本
村
が
現
在
進
め
て
い
る
景

観
計
画
策
定
に
沿
っ
た
条
例
で

あ
り
参
考
に
し
た
い
。長
野
県

の
基
準
よ
り
緩
く
す
る
考
え
は

な
い
。様
々
な
意
見
を
聞
い
て

景
観
計
画
で
定
め
た
い
。

問
現
行
２
段
階
だ
け
の
建

ぺ
い
率
に
は
階
段
差
が

あ
り
過
ぎ
る
。一
度
は
作
っ
た

大
規
模
基
準
も
相
対
的
に
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
再
度
見
直

し
を
。そ
し
て
雪
の
処
理
と
駐

車
場
の
こ
と
は
、条
例
や
施
行

規
則
に
昇
格
さ
せ
て
ほ
し
い
が
。

答
ご
意
見
と
し
て
伺
い
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問
今
度
こ
そ
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か

り
示
し
、必
要
な
庁
内
体
制
整

備
と
、精
通
す
る
職
員
を
育
て

る
こ
と
が
出
来
る
か
。村
の
責

任
は
増
し
て
い
る
。

答

 

村
長 

村
と
し
て
ど
こ

ま
で
出
来
る
か
検
討
し

て
い
く
。

丸山 勇太郎 議員

防
災
行
政
無
線
更
新
で
行
政
区
問
題
解
決
を

答 問
他
施
策
の
為
に
も
各
戸
調
査
に
は
乗
り
出
す

外国人所有施設は増える一方。だが、そのほとんど
は投機目的と思われる。
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【
観
光
局
と
組
織
改
革
】

問
村
長
は
、観
光
局
代
表
理

事
に
就
任
し
た
が
、観
光

振
興
は
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
村
民
一
体
と
な
っ
て
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。運
営
方

針
は
。

答
役
割
は
、民
間
事
業
者
や

観
光
団
体
、
社
員
の

方
々
、そ
し
て
白
馬
を
訪
れ
る

沢
山
の
お
客
様
の
ご
意
見
に
耳

を
傾
け
、観
光
事
業
の
行
き
先

を
示
す
こ
と
に
尽
き
る
。多
く

の
方
が
思
い
描
く「
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
・
白
馬
」の
未
来
を

具
現
化
で
き
る
よ
う
に
努
め
、

世
界
中
か
ら
季
節
を
問
わ
ず
お

客
様
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
白
馬

を
目
指
す
。

問
村
長
は
、観
光
局
と
白
馬

村
振
興
公
社
、2
つ
の
代

表
理
事
就
任
と
な
っ
た
が
、将

来
的
に
1
つ
に
統
合
す
る
考
え

は
。答

現
段
階
に
お
い
て
、統
合

と
い
っ
た
こ
と
は
念
頭

に
な
い
が
、事
業
協
調
・
事
業
連

携
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

問
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
場
と
ス

ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
会
場
は
、利
活
用
と

い
う
面
で
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
。今
後
観
光
振
興
と
い
う

観
点
か
ら
、観
光
課
も
し
く
は

観
光
局
に
管
理
を
移
管
し
て
も

い
い
の
で
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
競
技
施
設
の

維
持
管
理
を
移
管
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。観
光

課
や
観
光
局
と
更
な
る
連
携
を

図
り
な
が
ら
施
設
の
魅
力
を
高

め
て
い
く
。

答

問 観光資源として
  村文化財の活用は
人材を
　育てながら進める

【
村
内
文
化
財
の
利
活
用
】

問
教
育
委
員
会
発
行
の
書

籍「
白
馬
の
文
化
財
」を

紐
解
く
と
、国
指
定
の
重
要
文

化
財・
特
別
天
然
記
念
物
、県
指

定
の
天
然
記
念
物・
県
宝
、村
指

定
の
文
化
財
等
、そ
の
多
さ
に

驚
く
と
共
に
故
郷
の
良
さ
と
歴

史
の
厚
み
を
感
じ
る
。執
筆
者

は「
本
書
が
、一
つ
の
契
機
と

な
っ
て
新
し
い
白
馬
の
創
造
に

つ
な
が
れ
ば
望
外
」と
記
し
て

い
る
。白
馬
の
文
化
財
を
村
民

と
共
有
し
、観
光
資
源
と
し
て

更
な
る
取
り
組
み
を
期
待
す
る

が
。答

地
域
づ
く
り
は
、地
域
を

知
り
人
材
を
育
て
る
事

が
重
要
。地
域
資
源
、観
光
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
公
民

館
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。今

後
、村
内
地
域
を
巡
る
ル
ー
ト

を
設
定
し
つ
つ
、面
的
な
広
が

り
を
持
っ
た
観
光
振
興
に
つ
な

げ
る
事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
。

答

問 訪れるお客様に
  白馬産米を
更なるＰＲをしていく

【
農
業
振
興
】

問
全
国
う
ま
い
米
品
評
会

に
お
い
て
入
賞
を
果
た

し
て
い
る
担
い
手
農
家
が
存
在

し
、白
馬
産
米
の
名
前
を
全
国

に
発
信
し
て
い
る
。う
ま
い
米

を
白
馬
に
訪
れ
る
お
客
様
に
提

供
す
る
こ
と
は
農
業
振
興
や
観

光
振
興
に
も
つ
な
が
る
。村
民

や
宿
泊
業
の
方
に
地
場
産
米
消

費
を
促
す
考
え
は
。

答
村
内
ホ
テ
ル
、旅
館
で
白

馬
産
米
を
使
っ
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
は
従
来
か
ら

行
っ
て
い
る
。道
の
駅
な
ど
で

ご
飯
の
う
ま
さ
を
引
き
出
す
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
な
ど
、村

内
外
の
方
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
。

田中 榮一 議員

観
光
局
と
振
興
公
社
と
の
統
合
は

答 問
事
業
連
携
の
可
能
性
を
模
索

農業振興の役割も担う給食センター（議員試食会に出されたメニュー）
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3ヵ月後に決定する主人を待つ副村長席

【
観
光
財
源
検
討
委
員
会
の

意
見
書
を
受
け
て
】

問
意
見
書
の
提
言
内
容
は
。

答
①
官
民
を
問
わ
ず
観
光

へ
の
継
続
的
な
投
資
は

必
要
、新
た
な
観
光
財
源
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
、観

光
施
策
の
優
先
順
位
を
決
定
す

る
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

②
新
た
な
観
光
財
源
は
行
政
の

一
般
財
源
と
は
切
り
分
け
、官

民
一
体
の
組
織
で
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。③
新
た

な
観
光
財
源
の
あ
り
方
は
、「
白

馬
の
み
ら
い
観
光
税
」と
し
て
、

宿
泊
税
、登
山
協
力
金
、ふ
る
さ

と
納
税
が
有
力
な
選
択
肢
と
い

う
、３
つ
の
提
言
が
あ
っ
た
。

問
わ
ず
か
８
ヵ
月
で
８
時

間
程
度
の
論
議
で
の
報

告
で
は
拙
速
で
は
な
い
か
。

答
検
討
委
員
会
で
は
８
名

の
委
員
、３
名
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
、29
名
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）で
６
回
の

委
員
会
と
３
回
の
Ｗ
Ｇ
を
開
催
。

検
討
委
員
会
は
諮
問
機
関
で
あ

る
の
で
、報
告
書
の
内
容
を
踏

ま
え
、低
価
格
帯
の
民
宿
、ペ
ン

シ
ョ
ン
等
に
と
っ
て
負
担
感
が

大
き
い
こ
と
や
、観
光
客
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
な
ど
の
懸
念

事
項
に
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
。プ
ロ
セ
ス
は
他

の
自
治
体
の
観
光
財
源
検
討
の

手
続
き
よ
り
、ま
た
村
内
の
他

の
委
員
会
よ
り
も
丁
寧
に
や
っ

て
き
た
つ
も
り
だ
。し
か
し
、こ

れ
で
村
の
方
針
が
確
定
し
た
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。引
き
続

き
庁
内
で
整
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問
昨
年
の
７
月
に
村
内
の

２
７
１
施
設
の
宿
泊
事
業

者
が
検
討
委
員
会
に「
要
望
書
」を

提
出
し
た
が
、そ
の
後
の
対
応
は
。

ま
た
、５
月
28
日
に
は
４
２
１
施

設
の
宿
泊
事
業
者
が「
特
別
徴
収

義
務
者
」と
し
て
の
責
務
を
果
た

さ
な
い
と
し
て「
決
意
書
」を
村
長

に
渡
し
た
が
、考
え
は
。

答
「
要
望
書
」は
財
源
検
討

委
員
会
に
出
さ
れ
た
も

の
。第
２
回
委
員
会
で
事
務
局

が
説
明
、検
討
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
る
。「
決
意
書
」に
は
、消
費

税
増
税
や
入
湯
税
、観
光
協
会

費
、観
光
局
の
会
費
と
、宿
泊
事

業
者
も
観
光
客
に
も
様
々
な
税

負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
や
、

労
働
力
不
足
で
、税
の
説
明
、徴

収
、納
付
と
徴
収
手
続
き
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
の
懸
念

事
項
と
合
わ
せ
、今
後
の
制
度

設
計
に
活
か
し
た
い
。答

問 村内の外国人所
有の土地面積は
面積は29万8492㎡

（約30ha）

【
環
境
基
本
条
例
の
見
直

し
】問

村
内
の
外
国
人
所
有
の

土
地
、面
積
は
。
ま
た
、

３
０
０
０
㎡
か
ら
５
０
０
０
㎡

で
確
認
申
請
さ
れ
て
い
る
件
数

は
。答

平
成
31
年
１
月
時
点
で
、

土
地
６
５
９
筆
、面
積
は

29
万
８
４
９
２
㎡（
約
30
町
歩
）

で
あ
る
。平
成
30
年
度
の
確
認

申
請
は
99
件
、う
ち
開
発
行
為

対
象
の
３
０
０
０
㎡
以
上
は
３

件
。問

土
地
開
発
と
環
境
保
護

は
相
反
す
る
事
項
だ
が
。

答
白
馬
連
峰
の
眺
望
は
何

に
も
ま
し
て
守
る
べ
き

財
産
。国
内
外
の
人
々
を
魅
了

し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、行
政
、住

民
が
考
え
続
け
て
い
く
永
遠
の

課
題
で
あ
る
。　

太谷 修助 議員

８
ヵ
月
８
時
間
程
度
の
論
議
は
拙
速
で
は

答 問
他
の
委
員
会
よ
り
丁
寧
に
や
っ
た
つ
も
り

大型ホテル建設計画予定地
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【
登
下
校
時
に
お
け
る
防
犯

対
策
の
推
進
】

問
５
月
28
日
に
起
き
た
川

崎
事
件
に
加
え
、村
内
で

も
小
学
校
低
学
年
の
生
徒
が
、

徒
歩
で
下
校
途
中
に
犬
に
か
ま

れ
、３
針
を
縫
う
け
が
を
負
っ

た
事
件
が
あ
っ
た
。犬
に
噛
ま

れ
た
後
、自
宅
に
帰
る
30
分
も

の
間
、誰
に
も
会
わ
ず
、助
け
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
の
安
全
を

ど
う
守
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。こ
の
件
に
つ
い
て
村
の
対

応
と
考
え
は
。

答
両
小
学
校
で
は
、年
度
当

初
の
集
団
登
校
の
折
に
、

通
学
路
の
安
全
点
検
活
動
を
実

施
し
、結
果
を
地
区
児
童
会
や

保
護
者
通
知
に
よ
っ
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。教
育
委

員
会
で
は
通
学
路
安
全
推
進
会

議
に
よ
る
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
毎
年
実
施
を
し
て

い
る
。今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

問
登
下
校
時
の
一
人
区
間
、

見
守
り
の
空
白
地
の
把

握
は
。見
守
り
の
家
の
配
置
は

満
遍
な
く
あ
る
の
か
。

答
そ
う
い
う
状
態
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

協
力
を
得
な
が
ら
空
白
区
間
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
見
守
り
の
家

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。問

過
去
の
熊
出
没
時
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
状
況
は
。

答
約
1
ヵ
月
間
公
共
交
通

で
な
く
事
業
者
に
依
頼
。

ま
た
役
場
の
マ
イ
ク
ロ
と
職
員

で
合
わ
せ
て
対
応
し
た
。

問
冬
季
繁
忙
期
は
治
安
が

悪
く
犯
罪
リ
ス
ク
が
高

い
。降
雪
時
の
１
、２
ヵ
月
だ
け

で
も
臨
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
し
、来
年
度
か
ら
は
予
算

化
し
た
上
で
通
年
運
行
い
た
だ

き
た
い
が
村
の
考
え
は
。

答
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答

問 教員業務の
 見直しと改善の  
  取り組みは
校長、教頭を中心に進
めている

【
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
】

問
村
内
に
お
け
る
教
員
勤

務
実
態
調
査
の
結
果
は
。

答
教
職
員
１
人
当
た
り
の

時
間
外
勤
務
の
月
平
均

時
間
は
、南
小
計
35
時
間
46
分
、

北
小
計
46
時
間
７
分
、白
馬
中

計
51
時
間
32
分
。
全
県
の
小
中

学
校
と
比
較
す
る
と
、南
小
は

少
な
く
、北
小
は
１
時
間
余
り

多
く
、白
馬
中
は
同
等
と
い
う

結
果
。

問
勤
務
時
間
の
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
。

答
現
在
は
表
計
算
ソ
フ
ト
に

よ
る
集
計
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
が
自
己
申
告
。来
年

度
に
向
け
て
研
究
し
て
い
る
。

問
教
師
業
務
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
導
入
し
、教
員
業
務

の
削
減
、負
担
軽
減
を
は
か
っ

て
は
ど
う
か
。

答
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
で
き
な

い
か
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

考
え
て
い
る
。

問
生
徒
の
欠
席
や
遅
刻
を

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

連
絡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
塩
尻

市
が
試
験
的
に
導
入
。教
員
や

保
護
者
に
も
好
評
。白
馬
村
で

も
導
入
し
て
み
て
は
。

答
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に

全
県
で
取
り
組
ん
で
い

る
。白
馬
村
で
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

田中 麻乃 議員

一
刻
も
早
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を

答 問
前
向
き
に
検
討
し
た
い

平成 30 年６月に新潟市で下校途中の小２女児が殺害された事件を受け、
政府がまとめた登下校防犯プラン。スクールバス活用も推進されている。
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【SD
Gs

へ
の
取
組
】

問

SDGs

の
認
識
は
。

答
２
０
１
５
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
、２
０
３
０

年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

２
３
２
の
指
標
か
ら
構
成
さ
れ

た「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、持

続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
為
の

モ
ノ
サ
シ
」と
し
て
認
識
。

問

SDGs

へ
の
具
体
的
取

組
は
。

答

CO2

排
出
量
が
少
な
い

ク
リ
ー
ン
で
再
生
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、小
水

力
発
電
。
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
の「COOL CHOICH

注
２
」の

取
組
。森
林
資
源
を
活
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
・

熱
利
用
の
調
査
事
業
な
ど
。

問
気
候
変
動
＆
地
域
経
済
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感
想
は
。

答
国
際
社
会
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
雪
不
足
は
深

刻
な
問
題
。本
村
も
一
刻
の
猶

予
を
争
う
。住
民
一
人
ひ
と
り

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対
す

る
意
識
の
醸
成
や
、具
体
的
な

行
動
を
示
す
施
策
に
積
極
的
に

取
組
む
べ
き
と
実
感
。

問
ベ
イ
ル
リ
ゾ
ー
ト
が
あ

る
、環
境
先
進
地
の
パ
ー

ク
シ
テ
ィ
ー
か
ら
招
待
が
あ
っ

た
。訪
問
す
べ
き
で
は
。

答
日
程
調
整
が
つ
け
ば
行

き
た
い
気
持
ち
は
あ
る
。

問

SDGs

に
お
け
る
今
後

の
対
応
は
。

答
来
年
度
に
お
い
て
策
定

と
な
る
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、

各
種
施
策
をSDGs

の
定
め
る

項
目
を
反
映
し
た
計
画
と
し
て

盛
り
込
む
予
定
。

問
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置

に
つ
い
て
の
規
制
ま
た

は
条
例
は
あ
る
か
。

答
設
置
規
制
は
無
い
。
村

の
景
観
条
例
と
県
の
指

導
に
準
じ
対
応
し
て
い
る
。今

後
は
規
制
が
強
ま
る
と
の
情
報

が
あ
る
。

答

問 生ゴミ堆肥化処
理施設の検討は
重要な課題であると
認識

【
ご
み
処
理
】

問
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
の
４

Ｒ
の
推
進
状
況
は
。

答
4
Ｒ
と
は
リ
フ
ュ
ー
ズ

（
不
要
な
物
は
買
わ
な

い
）、リ
デ
ュ
ー
ス（
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
）、リ
サ
イ
ク
ル（
資
源

と
し
て
利
用
）、リ
ユ
ー
ス（
繰

り
返
し
使
用
す
る
）で
、ゴ
ミ
の

出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
内

容
を
周
知
。ま
た
、小
学
校
の
環

境
学
習
の
一
環
と
し
て
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

問
市
町
村
へ
の
産
廃
プ
ラ

焼
却
要
請
は
。

答
焼
却
炉
の
稼
働
が
95
％

と
高
い
た
め
、現
時
点
で

は
受
入
は
困
難
。

答

問 外国人所有の不動
産の実態調査は
新たな仕組みが必要

【
外
国
人
に
よ
る
不
動
産
の

所
有
】

問
外
国
人
所
有
の
不
動
産

の
実
態
調
査
と
分
析
を

早
期
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
課
税
の
為
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。県
と
共
同

で
英
語
版
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

不
動
産
関
係
者
へ
配
布
。
納
税

管
理
人
の
選
任
や
口
座
振
替
の

推
奨
な
ど
を
行
っ
た
が
、不
動
産

の
動
き
や
調
査
に
は
限
界
が
あ

る
。新
た
な
仕
組
み
が
必
要
。

問
不
動
産
管
理
者
の
設
置

を
義
務
付
け
る
条
例
制

定
、土
地
利
用
の
運
用
規
制
の

考
え
は
。

答
地
方
税
法
な
ど
に
よ
り

規
制
す
る
の
は
難
し
い
。

関
係
者
と
方
策
を
検
討
す
る
。

注
1
：��

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

に
て
記
載
さ
れ
た
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
。

注
2
：��

２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で

26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
達
成

の
た
め
に
、温
暖
化
対
策
に
資
す
る

あ
ら
ゆ
る「
賢
い
選
択
」を
促
す
国

民
運
動
。

津滝 俊幸 議員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
注
１
へ
の
取
組
は

答 問
持
続
可
能
な
開
発
は
地
方
創
生
を
推
進

バックキャスティング＝目標実現のために何が出来るか。
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【
観
光
振
興
の
た
め
の
財
源

確
保
検
討
委
員
会
の
答
申
】

問
総
務
課
の
運
営
方
針
は
、

９
月
に
観
光
財
源
の
骨

子
案
を
決
め
る
と
な
っ
て
い
る

が
。答

案
と
し
て
載
せ
た
。
現

時
点
で
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

問
検
討
会
資
料「
白
馬
村
に

お
け
る
財
政
の
現
状
と

課
題
」の
中
に
、今
後
30
年
間
で

約
54
億
７
千
万
、年
１
億
８
千
万

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
と

あ
る
が
、そ
の
算
出
方
法
は
。

答
こ
れ
は
、平
成
29
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た「
白
馬
村

公
共
施
設
等
管
理
計
画
」の
中

で
、今
後
人
口
減
少
で
、地
方
交

付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

歳
出
は
公
共
施
設
等
の
更
新
や

村
債
の
返
済
等
の
影
響
で
増
え

る
と
予
想
。そ
の
結
果
、今
後
30

年
間
で
約
54
億
７
千
万
円
、年

１
億
８
千
万
円
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
と
推
計
。

問
人
口
減
少
で
地
方
交
付

税
が
減
少
す
る
と
の
事

だ
が
、将
来
人
口
を
２
０
１
５

年
策
定
の
総
合
戦
略
の
人
口
目

標
値
３
案
の
ど
れ
を
使
っ
て
推

計
し
た
の
か
。

答
総
合
戦
略
に
よ
る
上
乗

せ
分
の
期
待
値
を
含
め

た
人
口
を
使
用
。

問
現
在
の
職
員
数
は
２
０
７

名
だ
が
、２
０
３
０
年
、

２
０
４
０
年
の
職
員
数
を
何
人

に
設
定
し
て
人
件
費
を
推
計
し

た
か
。

答
人
件
費
は
現
状
維
持
で

算
定
。

問
10
年
、20
年
後
の
、固
定

資
産
税
額
及
び
、白
馬
高

校
生
徒
数
と
、学
校
へ
の
補
助

金
を
い
く
ら
で
推
計
し
た
か
。

答
詳
細
な
推
計
は
や
っ
て

い
な
い
。

問
出
国
税
の
徴
収
が
始
ま

り
、２
０
１
９
年
度
は

５
０
０
億
円
前
後
の
税
収
を
見

込
ん
で
い
る
。こ
れ
で
訪
日
客

の
受
け
入
れ
や
環
境
整
備
な
ど

を
加
速
さ
せ
る
と
し
て
、全
国

約
１
０
０
カ
所
の
観
光
地
を
公

募
し
て
支
援
し
て
い
く
と
の
事

だ
が
、村
は
応
募
し
た
か
。

答
応
募
し
て
い
な
い
。
観

光
を
推
進
す
る
組
織
と

検
討
。

問
４
０
０
を
超
え
る
宿
泊

事
業
者
か
ら
反
対
の
声

が
あ
る
が
、村
長
は
宿
泊
税
を

創
設
す
る
考
え
か
。

答
宿
泊
事
業
者
の
貴
重
な

意
見
と
し
て
受
け
止
め

る
。観
光
財
源
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
観
光
客
や

観
光
事
業
者
の
理
解
を
得
て
制

度
化
が
で
き
る
の
か
、庁
内
で

調
査
・
検
討
を
行
う
。

答

問 パブリックコメント
の実施目的は
案の段階から開示し
意見を収集、反映

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
以
下
パ
ブ
コ
メ
）
制
度
の

充
実
を
】

問
行
政
手
続
法

第
39
条
３
で

は
、パ
ブ
コ
メ
の
意
見

提
出
期
間
は
30
日
以

上
と
な
っ
て
い
る
。公

共
交
通
網
形
成
計
画

の
提
出
期
間
は
17
日

間
。白
馬
村
図
書
館
な

ど
複
合
施
設
基
本
計

画
は
20
日
間
だ
っ
た
。

実
施
期
間
を
改
善
す

べ
き
で
は
。

答
法
第
39
条
で

30
日
以
上
と

定
め
た
も
の
は
、政
令
、

府
省
令
等
、
審
査
基

準
、処
分
基
準
、行
政

指
導
指
針
等
で
、村
の
2
つ
の

計
画
は
、行
政
手
続
法
の
規
定

に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。し
か

し
、期
間
に
つ
い
て
は
配
慮
す

る
べ
き
と
考
え
る
。

問
公
共
交
通
の
パ
ブ
コ
メ

で
は
29
の
意
見
に
対
し

て
13
の
意
見
し
か
回
答
せ
ず
16

は
無
回
答
。応
募
意
見
に
は
回

答
す
べ
き
で
は
。

答
同
意
見
は
ま
と
め
て
回

答
し
て
い
る
。
も
し
回

答
漏
れ
が
あ
れ
ば
配
慮
す
る
。

加藤 亮輔 議員

財
源
不
足
54
億
７
千
万
円
の
算
出
方
法
は

答 問
人
口
減
少
で
地
方
交
付
税
が
減
少

第 1 回　観光振興のための財源確保検討委員会で、今後、30 年間
で約 54 億の財源不足が生じる財政見通しを掲載した、「白馬村にお

ける財政の現状と課題」資料 2
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委
員
会
掲
示
板昨

年
度
の
中
学
校
屋
根
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
の

雨
漏
り
対
策
を
中
心
と
し
た
大
規
模
修
繕
に
続
き
、

今
定
例
会
に
は
、
ウ
イ
ン
グ
21
の
雨
漏
り
対
策
工
事

1
億
1
千
万
円
の
請
負
契
約
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

実
は
ウ
イ
ン
グ
21
は
完
成
以
来
雨
漏
り
が
続
い
て
い

る
。2

つ
の
工
事
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
白
馬
村
の
よ
う
な
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
公
共
施

設
の
屋
根
形
状
の
問
題
だ
。
本
村
で
は
、
単
純
な
切

妻
屋
根
が
最
も
安
全
で
あ
る
こ
と
を
、
2
つ
の
事
例

は
教
え
て
い
る
。

12
月
に
完
成
し
本
格
稼
働
し
て
い
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
議
会
の
指
摘
で
屋
根
形
状
の

設
計
変
更
が
な
さ
れ
、
屋
根
全
体
が
低
く
な
り
校
舎

か
ら
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
確
保
さ
れ
、
当
初
設
計
で

は
不
安
視
さ
れ
た
雨
漏
り
の
心
配
も
解
消
さ
れ
た
。

執
行
部
に
は
、
2
つ
の
修
繕
工
事
で
の
多
額
の
出

費
を
、肝
に
銘
じ
た
教
訓
と
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

公共施設における屋根形状について
（委員会及び本会議質疑から）

総務社会委員会

プロジェクト・課題ごとに担当者とともに
産業経済委員会

【事前告知】
村民の皆様と議会との『意見交換会』を実施します！

産
業
経
済
委
員
会
で
は
建
設
課
、農
政
課
、観
光
課
、

上
下
水
道
課
に
関
連
す
る
こ
と
を
主
に
審
議
い
た
し
ま

す
。
特
に
こ
の
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
関
す
る

こ
と
は
屋
台
骨
で
あ
り
、十
分
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
も
各
課
、商
工
会
、観
光
局
と
の
懇
談
、意
見

交
換
、
勉
強
会
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
焦

点
を
絞
り
込
ん
だ
形
に
な
っ
て
お
ら
ず
、総
花
的
な
内

容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
反
省
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
任
期
後
半
で
は
、上
下
水
道
課
と
は
企
業
会

計
、
農
政
課
と
は
ほ
場
整
備
の
進
捗
状
況
、
商
工
会
と

は
村
内
経
済
状
況
、ま
た
観
光
局
と
は
白
馬
花
三
昧
や

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
ツ
ア
ー（
F
W
T
）な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
担
当
者
と
中
心
に
意
見
交
換
を
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
を
掘
り
下
げ
て
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
で
次
年
度
に
繋
が
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し

た
各
団
体
と
の
報

告
、
意
見
交
換
の

場
に
多
く
の
住
民

の
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ

う
広
報
活
動
も
併

せ
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

日　時　１０月9日（水）　午後２時～４時まで
場　所　ふれあいセンター２階学習室（役場駐車場横）
テーマ　「観光財源」と「大規模開発」について
全体意見交換と、いくつかのグループに分かれた意見交換を行い、意見の出やすい工夫をする
予定です。９月定例会後に詳細をお知らせします。

あなたのご意見をお聴かせください！

新設された学校給食センター

フリーライド・ワールドツアーなどのイベントごとに
担当者から報告を予定
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ヒ
ス
イ
海
岸
が
展
望
で
き
る
ヒ
ス

イ
テ
ラ
ス
は
、美
し
い
海
を
背
景
に
、

テ
ラ
ス
が
観
光
交
流
、イ
ベ
ン
ト
等

を
通
じ
て
ヒ
ス
イ
海
岸
周
辺
の
賑
わ

い
を
創
出
し
、町
民
が
自
由
に
集
え

る
場
所
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
を
活

か
し
た
観
光
地
の
事
例
は
白
馬
も
学

ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

朝
日
中
学
校
か
ら
近
く
、部
活
動

の
生
徒
が
利
用
し
や
す
い
場
所
に
建

設
さ
れ
た
武
道
館
、屋
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
視
察
。
生
徒
達
は
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、両
町
村
の
良

さ
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、議
会

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

今
年
度
の
内
容
は
、SDGs

の

初
心
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
演

会
で
、講
師
に
長
野
県
立
大
学
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
セ
ン
タ
ー
の
秋
葉
芳
江
先
生
か

ら
、SDGs

入
門
編
と
題
し
て
講
義

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

SDGs

と
は
、
２
０
１
５
年
9

月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
で
あ
り
、環
境
・
社

会
・
経
済
分
野
に
お
い
て
持
続
可

能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17

の
目
標
・
１
６
９
の
標
的
・
２
３
２

の
指
標
で
構
成
さ
れ
、誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ

て
い
ま
す
。

世
界
で
多
く
の
国
・
地
域
・
企
業

が
、こ
の
手
法
に
よ
る
取
り
組
み

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

                  委員会も傍聴できます 　
次の定例会は　9月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
6月定例会の傍聴者延べ 14名

（本会議 14名）

表紙の写真説明
　去る６月22日に白馬東急ホテルで行われた、白馬高校観光国
際科2年生の高校生レストラン。ホテルで接客サービスを直接
指導してもらい本番に…。約40名のお客様に、信州サーモンに
食用花を添え「白馬華三昧」と名付けたサラダなど、地元の食材
にこだわったメニューを提供。白馬ならではの蕗味噌をクリー
ムチーズに和えたソースで頂く「白馬豚のコンフィ」は絶品！こ
の地の特産メニューとして引き継いでもらいたいものです。

支払日 支払内容 金額
4月12日 平成30年度白馬建築業組合定期総会　御祝 5,000
5月8日 平成30年度白馬商工会総代会　祝儀 5,000
5月17日 平成30年度白馬山案内人組合総会　会費 5,000
5月23日 白馬食品衛生協会平成30年度定期総会　会費 5,000
5月28日 平成30年度平成29年度遭対協定期総会　会費 5,000
6月5日 朝日町議会との交流　献酒 4,320
7月31日 長野県治水砂防協会姫川支部新旧役員歓送迎会会費　5,000円×2人 10,000
10月12日 告別式　香典 10,000
11月8日 早起き野球白馬リーグ納会・表彰式　祝儀 5,000
12月14日 白馬村マレットゴルフ協会総会・懇親会　祝儀 5,000
12月28日 アルプスの会新年を祝う会　祝儀 5,000
2月5日 国会要望に係る手土産 2,430
2月28日 長野県町村議会議長会第28回定期総会　会費 3,000

平成30年度議長交際費一覧

閉
会
中
の
活
動

富山県朝日町・白馬村議員連絡協議会（６月24日）

ヒスイテラスを核に賑わいを創出

松川村・小谷村・白馬村議会議員交流会（７月2日）

持続可能な世界の実現を目指して

観光や町民の交流の場としても期待される
ヒスイテラス

講師をしていただいた長野県立大学の
秋葉芳江先生
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村にリターンして10年

令和元年7月31日発行 表紙写真説明は17ページに

129

■後期委員会構成
　充実した審議で
     活力ある村づくりをめざします ………………２p

■常任委員会審議　　　
　消費税増税対策
　　プレミアム商品券事業………………………………………4p
　
　３年間で１億８８５万円を投資
　　ドローン活用で空輸問題の解決を探る ……………………5p
　
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 18p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 7p

・宿泊税が廃業を加速するとの懸念は …………8p

・みらい観光税の今後の検討計画は ……………9p

・防災行政無線更新で行政区問題解決を ……10p

・観光局と振興公社との統合は ………………11p

・８ヵ月８時間程度の論議は拙速では…………12p

・一刻も早いスクールバスの運行を …………13p

・SDGs への取組は ……………………………14p

・財源不足 54 億７千万円の算出方法は ……15p

「リハーサルどおり上手くできるかな？」
本番前でとっても緊張

4月から授業で準備　高校生レストラン（白馬高校）

「リハーサルどおり上手くできるかな？」
本番前でとっても緊張

4月から授業で準備　高校生レストラン（白馬高校）

あ

と

が

き

5人の子育て

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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私
達
は
い
た
ず
ら
に
物
欲
を
満

た
し
、際
限
な
く
利
便
性
を
追
求

す
る
社
会
を
前
提
に
し
て
は
な
ら

ず
、何
を
あ
き
ら
め
る
か
明
確
に

し
、有
っ
た
方
が
良
い
の
か
悪
い

の
か
、優
先
順
位
を
決
め
て
低
い

も
の
は
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

首
長
や
議
員
は
何
を
あ
き
ら
め

る
の
か
を
選
択
し
ビ
ジ
ョ
ン
を
村

民
に
示
し
、政
策
の
立
案
と
決
定

の
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、そ

こ
に
村
民
が
加
わ
っ
て
真
剣
に
議

論
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
と
持
続
可
能
な

経
済
を
回
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

（
太
谷

　修
助
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議

　
　長

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

北
澤
禎
二
郎

田
中

　麻
乃

太
谷

　修
助

太
田

　正
治

伊
藤
ま
ゆ
み

松
本
喜
美
人

加
藤

　亮
輔

太
田

　伸
子

地域で子ども達を見守る

小・中・高校生のお子さんを持つご
家庭では、毎日の登下校での心配事
が付きものです。私自身も北小に通
う子どもがいて、毎日安全に登下校
しているか心配になります。
先日、1年生の娘が下校中に転倒し、
手を怪我してしまい泣いていたとこ
ろ、通学路沿いの商店の方が手当て
して下さり、笑顔で帰宅。2年前、長
男が登校中に村内放送でアラートが
発信された際にも、区の方がご自宅
に避難させて下さったという事があ
りました。
登下校中には、予想もしていない
ような出来事が起こる事があります
が、子ども達が日々安全に登下校出
来るよう、私達大人が沢山の目で見
守り、声をかける事がとても大切だ
と感じています。私の出身地の東京
では地域の活動を見る事が無かった
ので、私自身も、子ども達を見守って
くれた方々のように地域に還元して
いければと思っています。

5人の子宝に恵まれ、子どもたち中
心の日々。
長男が生まれた時、保護者欄に自
分の名前を記入し、父親になった責
任を感じた事が、いまではとても懐
かしく思い出されます。その長男も
中学生となりましたが、一番下はま
だオムツのとれない年少さん。
「子どもには親が望む才能はなく
とも、親がわからない才能がある」。
この言葉を胸に、いろんなことにチャ
レンジさせてきました。白馬村なら
ではのウィンタースポーツをはじめ、
サッカー、陸上、バイオリンやヒップ
ホップダンスなど、たくさんの方た
ちのおかげでいろいろな経験を積み
重ねて成長させてもらえています。
自営業のため、仕事の時間も休日
も不規則で、子どもたちにも可哀そ
うな想いをさせる事が多いですが、
これからも親も一緒に成長しながら、
素晴らしい白馬村で子育てできる幸
せを感じていければと思います。

５月４日（土）、第40回塩の道祭り
が開催され、天候に恵まれたことも
あり、家族、団体、さらには海外から
の観光客まで、ウォーキングイベン
トとして老若男女多くの参加者があ
りました。代かきをしたばかりの田
んぼの水面に白馬三山が映り、その
美しさに沢山のカメラが向けられ、
私たちはこんな素晴らしいところに
住んでいるとつくづくと感じました。
一方で、農業者の高齢化が進み荒廃
農地の多さも目につきます。
フランスはインバウンドが8400万
人と世界第１位です。しかも、ＥＵで
一番の農業国です。白馬も自然を活
かした魅力あるイベントや農業の活
性化が、両輪として機能すればと思
うのです。
官民一体で交通機関の整備等移動
手段が充実すれば、年間を通して大
自然を満喫する人、里山の暮らしや
人情味ある交流を楽しむ人･･･とイ
ンバウンド増が期待できそうです。

森上　吉沢　清子八方　丸山　智彦 白馬町　太田　豊茂


